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上席執行役員    今泉 純  （以下、今泉） 
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登壇 

 

長谷川：おはようございます。定刻となりましたので、2023 年 2 月期通期決算説明会を開催いた

します。 

この後、決算説明会の動画をご覧いただき、その後に質疑応答に入らせていただきます。それでは

早速、決算説明会をよろしくお願いいたします。 

 

下地：おはようございます。いつもお世話になりありがとうございます。それでは、2023 年 2 月

期通期決算説会を行いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

最初に、通期業績ハイライトからです。売上高は 1,544 億 5,000 万円、営業利益は 23 億 2,000 万

円、経常利益は 38 億 5,000 万円、純利益は 30 億 6,000 万円となりました。 

国内のリアル店、海外事業が年間を通して堅調に推移し、売上の計画は達成できました。生産地の

ロックダウンやサプライチェーンの混乱、かつ為替の悪化と、いろいろな悪影響もありましたが、

事業運転を丁寧にすることによって、収益性は大幅に改善したと考えています。 

まず、売上高に関しては、EC 成長に課題を残していますが、前期比で 110%、計画比で 100.3%の

結果となりました。 
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営業利益に関しては、本社移転に関わる費用等の影響もあります。それによって前期未達となり、

計画比で 129.4%、計画差でプラス 5 億 2,000 万円の着地となりました。 

 

営業利益の修正開示差についてご報告します。営業利益は 23 億 2,000 万円と、修正計画からさら

にプラス 5 億 2,000 万円の着地となりました。ゴルフ事業とストリート事業が継続して好調です。 

営業利益は 18 億円と修正開示しましたが、広告宣伝費の抑制や移転費用の削減により、下期の販

管費が計画を下回りました。 
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前期との営業利益の比較です。グラフのとおり特殊要因を除外しますと、前期よりプラス 3.3 億円

と、収益性がアップしています。 

 

純利益影響項目です。海外子会社のドル建て資産等に関する計画外の為替差益 4 億 7,000 万円、受

取配当金、不動産収入などの営業外損益 15 億 3,000 万円を加え、経常利益は 38 億 5,000 万円と

なっています。 
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減損損失 17 億 5,000 万円、投資有価証券売却益 8 億 8,000 万円などの特別損益と、法人税等調整

額を加え、純利益は 30 億 6,000 万円、利益率は 2%となりました。 

 

チャネル別売上概況です。百貨店・非百貨店合計のリアル店舗は前期比 116.1%、プラス 120 億

2,000 万円と復調しています。大手百貨店の売上回復が注目されておりますし、インバウンドの需

要回復で市場の勢いが出ています。 

また、弊社のブランドも支持いただいております。次のステップとして、好調事業については積極

的に出店していきたいと考えています。 

前期比では、百貨店が 141.5%、ファッションビル、路面店は 110.4%、海外は 116.3%、国内 EC

が 98.9%となっています。 
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EC 売上実績です。EC 売上高は、上期に停滞しました。EC 合計の前期比は 99.6%と、前期並みで

したが、下期に関しては前期比 102%と、成長しています。 

自社 EC のグラフが右側にあります。自社 EC に関しては、上期は納期遅れの乱れもあり苦戦しま

したが、下期は SNS を中心とした OMO 施策、また商品の内容、コンテンツの拡充などで V 字回

復して、足元の第 4 クォーターは前期比 107.9%と推移しました。 

また、3rdPartyEC に関しては、値引きの抑制や専売品強化を行ったことにより、売上以上に粗利

率がプラス 7.6%と収益性を大きく改善し、全社の営業利益の計画達成にプラス貢献しています。

今後は、収益性を保ちつつ売上を拡大していきたいと思っています。 
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チャネル別の動向です。チャネルを横断した新たな仕掛けが相乗効果を生んできています。 

われわれが目指したところとして、リアル店舗事業と EC 事業がお客様をつないで連動していくこ

とをターゲットとしています。リアル店舗の取り組みとして、上田桃子プロが 1 日店長として接客

体験することや、皮製品のプロフェッショナルによるイベントなど、お店で新しいイベントを行

い、それをまたコンテンツとして発信し、さらに EC のお客様が新しく来ていただくことで、相互

の連動性、相乗効果が生まれてきたと考えています。また、これが次につながっていく、施策の大

きな柱となると考えています。 
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主力ブランドの個別概況です。売上 TOP10 のブランドを記載（詳細は説明会資料の補足資料に記

載）しています。6 ブランドが 2 桁成長と躍進しています。大型ブランドの好調、回復が売上の牽

引役となっています。 

その中でも特筆すべきは、HUF です。前期比で 146%、ブランドの好調と店舗数の拡大で売上成長

が加速しています。また、前期は 20 周年ということで、国内、海外とも好調に推移しました。 

human woman は前期比で 142.7%と、コロナ禍に入り、一時不調でしたが、継続的に実施した発

信力、OMO 施策の結果が表れ、また、商品の改善も行われ、若返り、お客様も増えてまいりまし

た。百貨店の復調とともにリアル店舗の売上も、EC も拡大しています。 

懸案の NANO universe は、まだ予算、目標に追いついていないのですが、チーム再編成により、

良くなってきており、当ブランドの復調が利益貢献になると期待感を持っています。 
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貸借対照表についてです。売上高が前期比 110%に対して、棚卸資産の前期比は在庫が 131.8%、

プラス 59 億円と、見た目としては膨らんでいます。ただ、春物が 3 月に入り、長袖やコートも含

めて春物の消化が早く動いています。足元でも動いていますので、消化状況に問題はないと見越し

ています。 

自己株式は、資本政策の遂行及び株主還元策の一環として、通期で 23 億 2,000 万円を取得しまし

た。2023 年 1 月に 29 億 5,000 万円の消却などを実施したことにより、2022 年 2 月期より 6 億

3,000 万円の減少となっています。 

自己資本比率は 72.7%と、継続して高い水準を維持していますが、新たな投資先としての M&A

や、新規店舗出店など計画的に使ってまいりたいと考えています。 
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昨年来より、TIP25 の中期計画の中で 4 つのドメインを制定し、4 つのディビジョンとして組織化

しています。これから、4 つのディビジョンの現状を少しお話しさせてください。（以後、ドメイ

ンの名称をディビジョンと呼称します） 
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ウェルネス&ライフスタイルディビジョンでは、魅力的なコミュニティを創り上げる、アパレルブ

ランドからコミュニティブランドへの昇華を図ります。売上高は 475 億円、前期比で 116.5%と成

長しています。 

まず、新しい TVCM を 2 月に放映しました。主力ブランドですが、TSI の認知度は約 6.7%上が

り、PEARLY GATES の好感度も 7 ポイントアップしています。ありがたいことにちょうどその時

期に、株価も一緒に連動して動いてきたところは、顕著な表れと思っています。 

また、PEARLY GATES は社会福祉貢献として、車いすバスケットチームの NO EXCUSE にユニフ

ォームを提供しています。 

また、and wander は新しい購入体験を提供するということで、ハードウェア、グッズを気軽に体

験できるように、レンタルサービスを始めました。お客様が店舗に来店しつつ、EC への送客にも

なっています。 

 

ストリート&カルチャーです。ストリート精神に根ざした遊びのプラットフォーム、遊びというキ

ーワードで、アメリカンスタイル、アメリカンカジュアルにおけるライフスタイルの提案となりま

す。ストリート&カルチャーとしての売上高は 586 億 2,000 万円、前期比 104.5%となっていま

す。 
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Schott は 1913 年にスタートして、今年 110 周年の歴史的なブランドです。その米国製の Schott

のモデルだけではなくて、日本規格のライセンス商品や、新しいトレンドのサイズ感のレザーブラ

ンドとして非常に人気が高まっています。それ以外のドライブグッズに関しても人気で、神南にあ

る Schott Grand Store TOKYO は駅から場所が離れているのにもかかわらず、お客様がそこを目指

して来てくださっています。 

また、同じく渋谷（店舗は渋谷パルコ）にあります BAIT は、アメリカ発のキャラクター、カルチ

ャーストアです。ファッション、スニーカー、アニメ、コミックがミックスしているカルチャース

トアの BAIT には、ファッションと文化を融合し、お客様もたくさんご来店していただいていま

す。前期比 159%と、大きく躍進しています。 

特に、渋谷パルコはアートやカルチャーとの親和性が高いということで、海外からのお客様、イン

バウンドがすごく戻ってきています。若い顧客層もたくさん来ていただき、場所によっては入場制

限が出るほど、活況を呈しており、新しい発信基地となると考えています。 

 

ファッションキャピタルです。トレンドと変化に対応するサービスを行ってまいります。主力のレ

ディースブランドが多く揃っています。軽やかに変化し続ける柔軟さを持ちたいということを、お

客様とともにつくり上げていきたいと思います。売上高は 340 億 3,000 万円、前期比 115.1%とな

っています。 
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LE PHIL（ルフィル）は 2019 年春夏にデビューし、EC を中心に売上を拡大しています。こちらは

CAGR でプラス 106.5%、前期比 192.4%と、大きく成長しています。お客様がお客様を連れてきて

いただくことで、広がりを持っており、想像以上の成長ぶりに期待を高めています。 

「360 度美しい」を提案する ADORE では、美の表現者であるバレエダンサーの上野水香さんとの

コラボレーションなど、新しいアプローチの組み合わせで相乗効果を生んでいます。仕立てやシル

エットの良さが ADORE の特徴です。それに素材感を加えることで、バレエダンサーとのコラボな

どの新しい取り組みがお客様に受け入れられていると思っています。 

 

デジタルジェネレーションです。拡張し続ける次世代を取り込むコンテンツを開発してまいりま

す。売上高は 125 億 7,000 万円、前期比 106%となっています。 

hueLe Museum（ヒューエルミュージアム）がこの度、GINZA SIX でのポップアップから、常設

店舗としてスタートしています。hueLe Museum はライブ配信を重点的に強化し、インフルエン

サー、パーソナルスタイリストを積極的に起用していることにより直営店との連動が非常に効果的

になってくるかと考えています。 

取り扱いブランドの一つである STUMBLY（スタンブリー）では、OMO 施策を行い、バーチャル

試着機能を試験導入してまいりました。それにより、設定した体型に合わせてサイズ感を表現した

いと考えています。写真で 3D データと実際のアイテムを見比べられるように、右側にデータが出

ています。 
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続きまして、人気インフルエンサーである HINANO 氏がクリエイティブディレクターを務める

CHAROL （シャロル）は、昨年 2022 年秋冬シーズンのデビューとしてスタートしました。オンラ

インを中心に展開してまいりましたが、ルミネ新宿に期間限定ショップをオープンしています。ブ

ランドの認知度拡大と新たなお客様とのつながりをつくりたいと考えています。 

 

通期連結業績計画を発表します。 

売上高は 1,620 億円、前期比 104.9%を計画しています。販管費は売上高拡大に伴い増額します

が、本社移転効果などがあり、構成比は 0.4%の減少を見込んでいます。営業利益は 47 億円、前期

比 201.8%、当期純利益 35 億円の見込みです。 
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損益計画の営業利益差についてです。2023 年 2 月期実績 23 億 2,000 万円から、前期受給した雇用

助成金影響が無くなりますが、移転費用や事務所賃料などの減少により、収益性が良化します。加

えて事業成長による売上拡大と、製販の販売計画の見直しによる粗利率良化を計画しています。 

これらにより、2024 年 2 月期計画は、47 億円と設定させていただきます。 

下の表は、今期の成長幅です。それぞれの取り組みを遂行し、収益性をさらに上げてまいります。

コストを最適化に関しては内部の、固定費削減に注力したいと思っています。 

また、在庫に関しては足元で膨らんでいますが、シーズンごとにしっかりと的確に販売していける

よう絞り込んだ発注をしていますので、在庫は良化していくと考えて対応しています。 

また、事業成長、事業効率に関しては、EC の拡大とともに、新規出店を含めて行いたいと思って

います。 
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株主還元です。2023 年 2 月期の配当額は、従来予想では 1 株当たり 7 円とさせていただきました

が、10 円に増配いたします。 

また、今期の業績、経営環境を総合的に勘案し、2024 年 2 月期の配当予想は 15 円と、プラス 5

円で行いたいと考えています。 
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ここからは TIP25、TSI Innovation Program 2025 の内容の進捗です。 

 

 

われわれはアリババクラウド社、JP GAMES 社とのメタバース共同プロジェクトを行っていま

す。新たなブランドの体験提供の実現に向け、メタバース領域に参画しています。 

映像がありますので、ぜひご覧になっていただきたいと思います。 
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続きまして、エンターテインメントコンテンツの強化を行っています。価値提供の新たなカタチと

して、遊び・体験・共感を創出したいと思っています。 

左側の X Games に関しては、昨年 HUF もスポンサーとして参画し、非常に盛り上がりました。

今年も 5 月 12、13、14 日に日本で第 2 回目の X Games の大会が行われます。今年もスポンサー

として協賛しますので楽しみです。 

また、NBB WEEKEND は、バーチャルランウェイという、店頭ポスターに、スマートフォンをか

ざすことで AR ランウェイが出現し、いろいろな角度からコーディネートを見ることが出来ます。

また、こういったことを提案したいと思っています。 

右は、お客様参加型 LIVE の紹介です。3D によるデザインシミュレーションを配信し、お客様の

声を聞きながら商品化していくことができるようになってきました。お客様の声を拾いながら、オ

リジナリティあるモノづくりという楽しいことがデジタルを使ってできる状況が現実化していま

す。 
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昨年 9 月から本社移転を行い、一つの大きなショールームをつくりました。それによって、ブラン

ド×自由な空間による魅力的発信を行えるようになりました。 

本社の 1 階にイベントスペースを設け、ブランドの発信や、コラボレーションの発信を行っており

ます。いろいろなライブ体験や、デジタルコンテンツを取り入れた展示会の開催など、総合的に新

たな体験の場を創出しています。 

皆さんに共有できる発信の仕方をこれからも取り入れてまいりたいと思っています。 
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われわれは、新しい働き方を試しています。事業シナジーを生むスペースをもとに、縦横関係なく

社員同士がコミュニケーションを取り、かつ新しいプランができるスペースを共有しています。 

また、今まで縦軸でお互いに情報共有がなかったデザインチームや、技術系のチーム、売り場のチ

ームなどが横軸一つとなって、顧客の共感や熱狂を生むチーム組成ができないかと考えて、勉強会

もスタートしています。 

具体的には、JILL STUART、JILL by JILL STUART といった、今まで別の組織で動いていたブラン

ドを ONE JILL プロジェクトとしてミックスさせて、合わせて一つのチームとし、コンセプトも含

めてみんなでしっかり深掘りしていく、モノづくりのチームを構成しています。ONE JILL チーム

に関しては、With JILL STUART、「WJ」とわれわれは呼んでいますが、デジタルジェネレーショ

ンのチームとしてスタートしています。 
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環境負荷を低減する素材開発です。これは TSI がオリジナルオーガニックコットンの生産を始めて

いくという内容です。試験的に始めてから、いよいよ糸になり、4 月に日本に到着予定となってい

ます。 

これによって、また試験的に生地を織り、製品のサンプルを作ってまいりたいと思います。オーガ

ニックコットンをより広げていけるように、シンコムアグリテック社との共同開発をさらに進めま

す。 
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9 つのマテリアリティに即したサステナビリティへの取り組みです。地球環境、社会、人間と大き

く 3 つに分けています。 

まず、地球環境に関しては TCFD の提言に賛同し、情報開示を行っています。マテリアルイノベ

ーションは、先ほどのコットンの話や、フードリボン社とのパイナップル繊維など、原材料に関す

る内容や、繊維育英会との取り組みで、在庫品を含めて、繊維や資材につくり変えることへのトラ

イも始めています。 

また、社会に関しては北海道上川町と包括連携協定を結び、地方創生応援税制を利用し、企業版ふ

るさと納税に関わる寄付を行っています。地域の環境を良くしていくことに関してトライしたいと

考えています。 

また、グループ人権方針を策定し、ダイバーシティ、従業員幸福度、健康・安全、公正な労働につ

いての取り組みを進めてまいりたいと考えています。 

会社として、取締役会の監督のもと、諮問機関としてサステナビリティ委員会を設置し、中身もさ

らに吟味、促進したいと考えています。 
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最後になりますが、ファッションエンターテインメント創造企業として、パーパスである「ファッ

ションエンターテインメントの力で、世界の共感と社会的価値を生み出す。」をもとに、企業をさ

らに成長させて、楽しく元気に発展してまいりたいと考えています。 

4 つのディビジョンに分けたことによって、それぞれの役割がどうあるべきかを見直し、より個性

的であろうという動きを高めてまいります。 

ブランドがそれぞれの価値で光り出すような企業運営をしてまいりたいと考えています。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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